
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（実績）
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■事業経費

0

35,900,000

計　画 実　績

35,900,000

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

計

差引（一般財源）

その他の特定財源

国庫支出金

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-０６０１０４－００５－０１－０１－０

事業の分類 新規事業

予算科目
コード

流用額

予算現額

特　記　事　項

特　記　事　項

金　額 特　記　事　項細　節

牛糞搬入 ３，５００ｔ

細　節 金　額 積　算　根　拠

備品購入費 35,900,000
牛糞運搬コンテナ（３トン）2,300,000×１３個＝29,900,000円
運搬用トラック（４トン車）　　　　　　　　　　　    　6,000,000円

計
画

・牛糞運搬用コンテナは、土づくりセンター利用組合員が補修作業を自主的にしていますが、９年
間使用していることから、腐食が激しく補修が限界である為に更新をします。
・コンテナの容量を、現在使用している２トンから３トンへ変更します。
・土づくり利用組合からは、コンテナ購入の要望書が提出されています。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名 土づくりセンター牛糞運搬機具更新費

実
績

担当部課 建設部産業課
担　当 営農支援

サブリーダー 鈴木幸典

財
　
源

どのような成果が現れます（現れました）か？

・近年堆肥の需要が多く、時期によっては堆肥が足りない事がありますが、コンテナの容量が増す事
により、牛糞の搬入量が増え堆肥の増産に繋がり、安定した牛糞の搬入、堆肥の製造が可能となりま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・作業効率が良くなり、運搬費用の削減、
二酸化炭素の削減にも繋がります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・安定し
た牛糞の搬入が可能になる為に、酪農家自身が管理する牛糞が減り、また籾殻の使用量も増す為
に環境保全に繋がります。

指　標 目　標　値 達　成　値

035,900,000


